
　中央教育審議会（中教審）が１９９９年に中学・高校と大学
が接続・連携した全体教育の必要性を訴える答申を出して以
来、高大接続や中高大接続の取り組みは全国に急速に広まっ
ています。答申では、中学・高校の教育が多様化する中で、
生徒一人一人に育まれた多様な能力を大学・大学院までの一
貫した形で、発展・向上させることが肝要だとされています。
　常翔学園でも学園内中高大の一貫した連携教育の体制づく
りを大きな課題として取り組んでいます。総合学園としてのス
ケールメリットを生かした連携体制とその取り組みについて、
中高大連携教育推進委員会の川田委員長（学園理事・大阪工
大教授）と田代委員（常翔学園高教頭）、山田委員（常翔啓
光学園高教頭）に聞きました。

中高生に将来の選択の情報を提供
■ 常翔学園の中高大連携教育の目的とその取り組みを教えて
　 ください。

川田　学園設置３大学と２つの中高が連携を深め、ベクトルを
合わせた「一貫した連携教育」を実践し、教育力を更に高めよう
と中高大連携教育を実施しています。当初は大学側の協力を得
て大学の教員が設置中高に出向いて行う模擬授業や体験学習が
中心でした。これは入試のためではなく、中高生に学園内大学で
の学びに興味を持ってもらい、更にキャリア教育として将来の職
業を選ぶための広い知識や新しい情報を早い時期から獲得しても
らうのが狙いで、将来の選択を誤らないように情報を提供するこ
とが第一です。２０１５年からは高校の「保護者対象学園内大学
説明会」で学園設置３大学の紹介を行い、親子で将来のキャリア
について考えてもらう機会にしています。また、大学と中高の教

員が集まり連携教育について考えるワークショップも実施して
います。参加者からは「教員間の情報共有を更に促進し、お互
いの実情を知る必要を感じた」などの多くの意見が出ました。
今後も、“総合学園”というスケールメリットを生かした取り組
みを進め、学園設置各学校の接着剤的役割を果たしていき
たいです。
田代　中高大が連携して一貫で生徒を教育するスケールメリット
は大きいです。各教員が学園全体の教員でもあると意識して学
生・生徒の教育に関心を持つことが大事です。常翔学園高の最
初の取り組みは大学の研究室訪問で、これが１回きりのイベント
だったため、年間を通したものにと「夢発見ゼミ」（文理進学コース
２年）を始めました。年に約１０回の大学教員によるリレー式授
業を受け、課題を提出します。これをきっかけに将来の研究分
野や仕事を見つけることができたという生徒も生まれています。
大学の先生方にも更に協力をしていただき、次年度から「ガリ
レオプラン」（スーパーコース、薬学・医療系進学コース２年）
という７つのゼミに分かれる科学探究授業をブラッシュアップし
ます。中学では「総合サイエンス」を実施していますが、まだ
将来の自分について真っ白な状態の中学生が早くから専門教育
に触れる意義は大きいです。この他、さまざまな生徒の発表会
でも大学の先生方に審査員になってもらっています。
山田　常翔学園の設置校になる前の啓光学園時代から高校３年
間で自分の将来のことを考えさせる「ドリカムプラン」という取り
組みをしており、その中で大学の模擬授業なども実施していまし
た。各大学へ協力のお願いをして調整するのに苦労していたので
すが、設置校になったことで、さまざまな学部・学科のある３大
学の協力が得られるようになり、高校１年生の大学体験授業は、
学校にとって大きなプラスになっています。

就職率の高さと面倒見の良さ
■ 中高にとって設置３大学への進学を勧める理由、各大学の
　 魅力をお聞かせください。

田代　一番のアピールポイントは就職実績です。３大学とも就職
率ランキングで上位を占め、他の難関大をしのぐケースもありま
す。また学生を親身に指導してくれる教職員が多いのも魅力です。
そのためか卒業後も学校に顔を出してくれるのは学園内大学に進
んだ卒業生が多い気がします。また、大阪工大はものづくりの拠
点であることが理系の生徒へのアピールになっています。
山田　やはり高い就職率と面倒見の良さです。本校の生徒募集
の際も高い就職率を数字で示して保護者に説明します。中高６年
間のうちに生徒たちに将来の職業について考えてもらいたいとい
う点から言うと、３大学合わせると３９学科もあり、世の中のかな
りの職業分野をカバーしているのも魅力です。これも学園内大学
を勧める大きな理由です。

■ 広島国際大は大阪からは少し遠いですが、どんな点を勧め
　 ますか？
田代　独自の学科もあり、国家資格の取得に直結する学科も多
い大学で、進学した卒業生は「みっ
ちり勉強できました」と言います。
卒業後も教え子を気に掛ける先生
も多く、その学生に対する面倒見
の良さには感服しています。
山田　設備の充実ぶりが素晴らし
く、資格試験対策にも力を入れて
おり、医療系の進学を目指す生徒
には自信を持って勧めます。就職率
が高く、資格を取って就職では大阪
に帰って来るというケースも多く、保護者には大きなアピールに
なっています。とにかく見学に行った教員の誰もが生徒を行かせ
たいと思う大学です。
川田　２中高に広島国際大担当の教員を置いて、その魅力を生
徒たちに伝える核になってもらっているのも中高大連携の取り組
みの一つです。大学側も非常に協力的で、泊りがけでの生徒の
見学を受け入れてくれます。また大学の教員も広島から連携教育
の授業に出向いてくれます。
■ 委員長から見た３大学の魅力は何ですか？
川田　ゼミ教育を低学年から行うなど、教職員が学生に向き合い
ながらきめ細やかな指導を徹底しています。特に就職への取り組

みが充実しています。例えば３大学の就職部やキャリアセンター
は学生全員の面接をするなど、担当職員が学生一人一人をよく
知っているのが大きな強みです。また来学された企業の人たちが
感心するほどの教育・実験設備などの良さがもう一つの魅力です。

変化の時代でも社会貢献を目指す人材に
■ 学園の中高大連携教育を受けた学生・生徒に期待するものは
　 何ですか？

山田　どんな社会貢献ができるかを常に考える人間に育ってほし
いです。中高大の間でいろいろ失敗もあるかもしれませんが、先
生方の助けで自分の短所を克服し得意分野を見つける力が培わ
れるはずで、社会に出た時にその力を発揮し、活躍してくれると
思っています。
田代　オックスフォード大のオズボーン准教授の予測では、人工
知能（ＡＩ）やロボットなどの発達で２０３０年に今ある職業のうち
半分がなくなるとされています。来年中学に入学する生徒たちが
ちょうど社会に出るころです。そのように世の中が大きく変化す
る時代にもたくましく強く生きていってほしいです。学園の建学

の精神にある「世のため、人のため、
地域のため」のように、自分は何
をして世の中のためになるのかを一
番考えてもらいたいです。
川田　最近ものづくり企業の不祥
事が目立ち、日本のものづくりはピ
ンチだと言われます。エンジニアな
ど中軸となる人材の劣化があるの
ではと思います。そんな中で、常
翔学園の設置学校を卒業した人材

が、あらゆる分野で日本の競争力を担う中核となってほしいです。
エンジニアや医療技術者をはじめ、学園の建学の精神にある「実
践的な専門職業人」に育つことを期待します。

学園内の更なる情報共有を
■ 今後の学園の中高大連携の目標は何ですか？

川田　学園内での情報共有や連帯感を更に強める必要がありま
す。その結果として多くの生徒に学園内大学に進学してもらえる
ことが大きな目標です。人口減の時代にあって学園を取り巻く状
況も厳しくなります。今後も連携教育のさまざまな魅力を作り出
したいと考えます。
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